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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

 

 

 当社は、2024年３月26日開催の取締役会において、当社の資本コストや資本収益性についての現状分

析や計画、これまでの取り組み状況について討議いたしました。 

これら当社の資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応の詳細につきまして、別紙のとお

りお知らせいたします。 
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取組について

当社の資本コスト、資本効率性および市場評価についての現状分析および計画、取り組み
について報告いたします。

当社は「ＲＯＥ」が「株主資本コスト」を継続的に上回ることが必要であると考えており
ます。

資本効率性を高めることで 株式市場から適正な評価を受け、その実行がＰＢＲの改善に
寄与すると考え、 当期は、2023年５月26日に発表の「中期経営計画2026（2024年３月～
2026年3月期）」に掲げた 資本政策を 実行して参りました。
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【１】現状分析 1/2

① 資本コストと資本収益性について

• 当社の「株主資本コスト」については、現在およそ「6.7％」程度と認識しております。
• 当社のROEは、株主資本コストを継続的に上回っております。
• 19/3期から22/3期にかけては、自己資本の蓄積によりROEは低下傾向にあり、株主資本コストとROEの差は 縮小傾向にありました。
• 23/3期のROEが13.8％と例年に比べて高いのは、固定資産売却益（特別利益）の発生があったためです。この影響を除く実質ROEは7.2％です。
• 24/3期は、各利益の増益に加え、自己株式取得による自己資本の削減の結果、実質ROEは上昇を見込んでおります。
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② 株価・市場評価について

【１】現状分析 2/2

• 19/3期から23/3期にかけては、株価・PBRはほぼ横ばいに推移し、PBRについては１倍を継続的には達成できておりませんでした。
• 23/3期は、固定資産売却益の計上により予想EPSが例年の約２倍になったため、PERは7.1倍と低くなっておりました。
• 23/3期までPBRが１倍を継続的に達成できなかった要因の一つとして、「資金配分計画および株主還元方針」に関して明確な開示ができていなかったため

と認識しております。そのため、2023年５月に公表しました「中期経営計画2026」においては、今後３年間の資金配分計画と株主還元方針について開示
いたしました。

• その結果、当期24/3期は、業績の伸⾧と資本政策の実施が評価され、株価は上昇したと認識しております。PBRについても１倍以上を達成し、PERも上昇
しております。
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【２】市場評価の向上に向けた目標

当社グループは、当期を初年度とする３カ年の「中期経営計画2026」を策定いたしました（2023年５月26日開示済）。

売上高・営業利益ともに過去最高を目指すとともに、資本効率の向上を目指して、資本政策（３カ年の資金配分計画、株主還
元方針）を明示致しました。

なお、本中期経営計画については、最終年度である2026年３月期の営業利益目標値・ＲＯＥ目標値を、当期中に達成する見
込みであり、中期経営計画の見直しを行う予定であります。



5

【３】目標達成に向けた当期の取組状況 1/2

①資本政策の実施について

自己株式の取得

投資家層の拡大と株式の流動性向上を目的に株式分割を実施致しました。
（1）分割の方法 「１株につき２株」の割合をもって分割
（2）基準日 2023年12月31日
（3）効力発生日 2024年 1月 1日

自己株式の消却

「中期経営計画2026」の資金配分計画において、自己株式を３年間で約60億円分取得する予定としておりました
が、初年度である当期に、約67億円（株式分割調整後株式数:5,704,100株）の自己株式を取得致しました。

株式分割

2023年10月13日をもって、自己株式11,000,000株（株式分割調整後株式数）を消却致しました。
消却前の発行済株式総数の13.5％に相当します。
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【３】目標達成に向けた当期の取組状況 ２/2

②株主利益と連動した役員報酬制度の拡充
基本方針

企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう、株主利益と連動した報酬体系としております。
取締役報酬構成比率

基本報酬 約60％ 賞与 約20％ 株式報酬 約20％

2023年4月の取締役会において、報酬構成比率の見直しを行い、株主との利益共有のさらなる強化を目的として、株式報酬比率の増額を行いました。

（見直し前）約65％ （見直し前）15％

なお、当社は取締役を兼務しない執行役員についても、株式報酬制度を導入しております。
また、監督機能を担う社外取締役については、その職務に鑑み、固定報酬のみを支払うことにしております。

④株主・投資家との対話を取締役会で定期的に共有
当社はIR担当部門を設置しており、株主・投資家との対話については、原則としてIR担当員が臨むこととしたうえで、必要に応じて代表取締役
を含めた取締役が面談に臨んでおります。
なお、当期より株主・投資家との対話内容と意見について、四半期毎に取締役会に報告し、適宜施策の見直しに反映しております。

③従業員持株会の拡充

従業員に対しても企業価値向上のインセンティブを付与する
ために、持株会の加入を促進しております。

これまでは親会社のコニシ㈱の従業員を対象としておりまし
たが、当期からは国内関係会社の従業員も対象に拡大してお
ります。
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免責事項
業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績はさまざまなリスクや不確定な要素などの要因により、異なる可能性があります。また、本資料
は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断において行われ
ますようお願い申し上げます。

＜IRに関するお問い合わせ＞
コニシ株式会社 経営企画室

TEL：06-6228-2877
E-mail：konishi-ir@bond.co.jp


